
33 (33) 

一

本
論
文
の
目
的

二

移
民
の
意
義
と
国
民
の
概
念

(l
)
「
移
民
」
の
意
義

（
ア
）
日
本
語
の
意
義

（イ
）
フ
ラ
ン
ス
語
の
意
義

（ウ
）
言
葉
の
背
後
に
あ
る
社
会
実
態
の
違
い

(
2
)
移
民
と
国
民

（
ア
）
フ
ラ
ン
ス
の
国
籍
取
得
要
件

(
a
)

生
来
の
フ
ラ
ン
ス
国
籍

(b
)
出
生
後
の
事
山
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
国
籍
の
取
得

（イ
）
日
本
の
国
籍
取
得
要
件

目

次

ー

マ
グ
レ
ブ
と
の
関
係
を
中
心
に
I

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
移
民
政
策
の
展
開

論

説

（二）

江

口

隆

裕



(34) 神奈川法学第47巻第 1号 2014年 34 

(
a
)
出
生
等
に
よ
る
国
籍
の
取
得

(
b
)
帰
化

（ウ）

小
括

三
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
移
入
民
の
実
態

(l
)
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
移
入
民
の
実
態

(
2
)
移
入
民
の
国
別
内
訳

(
3
)
H
本
及
び
欧
州
諸
国
と
の
比
較

（以
上
前
号
）

四
フ
ラ
ン
ス
革
命
前
夜
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
ま
で

(
l
)
革
命
前
後
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
定
義
の
変
遷

（
ア
）
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
定
義

（イ
）
革
命
期
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
定
義

(
a
)

能
動
的
市
民
と
受
動
的
市
民
の
区
分

(
b
)
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
遺
制
の
廃
止

（
ウ
）
一

七
九

一
年
憲
法

(
a
)
君
王
制
下
で
の
一
院
制
の
国
民
立
法
議
会

(
b
)
能
動
的
市
民
の
要
件
と
フ
ラ
ン
ス
市
民
の
要
件

(i
)
能
動
的
市
民
の
要
件

（ど
フ
ラ
ン
ス
市
民
の
要
件

（凪
）
生
地
主
義
の
採
用

（
エ
）
外
国
人
の
名
誉
市
民
問
題

（
オ
）
一
七
九
三
年
（
共
和
暦

I
年
）
憲
法

(
a
)
直
接
選
挙
制
に
よ
る
共
和
制

(
b
)
生
地
主
義
と
社
会
的
要
件
の
な
い
市
民
要
件
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(
C
)

未
施
行
に
終
わ
っ
た
急
進
的
憲
法

（
力
）
一

七
九
五
年
（
共
和
暦
IlI
年
）
憲
法

(
a
)

間
接
選
挙
制
に
よ
る
二
院
制
の
採
用

(b
)
生
地
主
義
と
納
税
が
市
民
の
要
件

(
C
)

ブ
ル
ジ
ョ
ア
共
和
制
的
特
質

（
キ
）
一

七
九
九
年

（共
和
暦
暉
年
）
憲
法

(
a
)

統
領
制
と
変
則
的
な
二
院
制

(b
)
社
会
的
要
件
を
排
除
し
た
市
民
要
件

(

C

)

公
職
名
簿
登
載
の
た
め
の
三
重
の
間
接
投
票
制

（
ク
）
一
八

0
二
年
（
共
和
暦
X
年
）
憲
法

(
a
)

ボ
ナ
パ
ル
ト
の
独
裁
体
制
の
確
立

(b
)
納
税
額
に
よ
る
公
職
資
格
の
制
限

（
ケ
）
一
八

0
四
年
（
共
和
暦
XII
年
）
憲
法

(2
)
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
と
フ
ラ
ン
ス
人
の
定
義
規
定
の
改
正

（
ア
）
フ
ラ
ン
ス
市
民
の
定
義
規
定
と
フ
ラ
ン
ス
人
の
定
義
規
定
の
分
離

(
a
)

一
七
九
三
年
憲
法
以
降
の
両
者
の
一
体
化

(
b
)
民
法
典
に
よ
る
両
者
の
分
離

(
C
)

自
然
死
と
民
事
死
の
分
離

（
イ
）
生
地
主
義
か
ら
血
統
主
義
へ

(
a
)

血
統
主
義
を
と
っ
た
民
法
典

(b
)
血
統
主
義
の
ト
ロ
ン
シ
ェ
案
と
生
地
主
義
の
ボ
ナ
パ
ル
ト
案
の
対
立

(

C

)

生
地
主
義
に
反
対
し
た
立
法
府

（
ウ
）
外
国
人
遺
産
没
収
権
の
取
扱
い
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し
た
が
っ
て
、
子
が

；よ
そ
者
ク
と
み
な
さ
れ
る
場
合
、

で
き
た
か
ら
で
あ
る
。

(1
)
革
命
前
後
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
定
義
の
変
遷

フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

加
の
証
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
ら
を
基
礎
づ
け
る
の
は、

ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
の
登
場
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
生
地
主
義
の
伝
統
は
覆
さ
れ
、
父
親
が
フ
ラ
ン
ス
人
の
子
は
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
と

(17) 

い
う
血
統
主
義
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

本
章
で
は
、
ま
ず
、

ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
で
は
国
王
に
対
す
る
忠
誠
の
証
で
あ
り
、
革
命
期
に
は
革
命
へ
の
参

フ
ラ
ン
ス
に
居
住
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
前
後
の
政
治
体
制
の
変
遷
と
フ
ラ
ン
ス
人
の
定
義
の
変
化
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
に

(18
)
 

つ
い
て
、
特
に
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
憲
法
の
規
定
を
中
心
に
考
察
す
る
。
そ
の
上
で
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
独
裁
体
制
が
確
立
さ

れ
る
前
の

一
七
九
九
年
憲
法
の
下
で
作
成
さ
れ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
に
お
い
て
な
ぜ
血
統
主
義
が
と
ら
れ
た
の
か
を
検
討
す
る
。

(19
)
 

（ア
）
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ

ジ

—
ム
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
定
義

ア
ン
シ
ャ
ン

・
レ
ジ
ー
ム
の
下
で
は
、

し
て
、

一
八
0
三
年
の

フ
ラ
ン
ス
人
に
関
す
る
明
確
な
定
義
は
な
か
っ
た
が
、
相
続
問
題
に
関
す
る
法
的
紛
争
に
付
随

(20
)
 

フ
ラ
ン
ス
人
と
¢
よ
そ
者
ク
(a
u
b
a
i
n
)
を
区
別
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
相
続
人
が
い
な
い
ま
ま

；
よ
そ
者
ク
が
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
国
王
は
、
外
国
人
遺
産
没
収
権

(d
r
o
it
d'
a
u
b
a
i
n
e)

を
行
使
し
て
そ
の
財
産
を
没
収
す
る
こ
と
が

一
六
世
紀
初
頭
に
は
、
こ
の
意
味
で
フ
ラ
ン
ス
人
と
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
王
国
で
生
ま
れ
た
こ
と
、

フ
ラ
ン
ス
人
の
親
か
ら
生
ま
れ
た
こ
と
、

フ
ラ
ン
ス
に
永
住
し
て
い
る
こ
と
、
と
い
う
三
つ
の
要
件
が
必
要
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
子
が
外
国
で
生
ま
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
子
は
、
父
親
の
財
産
を
相

四
フ
ラ
ン
ス
革
命
前
夜
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
ま
で
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ァ

）

。t
 

続
で
き
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
国
王
の
臣
民
と
さ
れ
ず
、
ま
た
、
公
務
に
就
け
ず
、
弁
護
士
や
大
学
教
員
に
な
れ
な
い
な
ど
職
業
能
力

も
制
限
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
は
一
部
の
エ
リ
ー
ト
に
の
み
関
係
す
る
事
柄
で
あ
り
、
彼
ら
に
関
し
て
は
個
別
に
婦
化
を
認
め
る

(21) 

な
ど
こ
れ
ら
の
制
限
を
回
避
す
る
た
め
の
便
法
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
、
相
続
に
関
し
て
は
様
々
な
紛
争
が
生
じ
、
議
会
が
当
時
は
議
会
が
裁
判
所
を
兼
ね
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
範
囲

一
五

一
五
年
二
月
二
三
日
に
は
、
パ
リ
議
会
の
決
定
で
、

す
な
わ
ち
、
親
が
外
国
人
で
あ
っ
て
も
、
子
が
フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
た
場
合
に
は
、

つ
ま
り
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
一
五
七
六
年
九
月
七
日
に
は
、

フ
ラ
ン
ス
人
の
要
件
に
生
地
主
義
が
導
入
さ
れ
た
。

パ
リ
議
会
は
、
両
親
が
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
で
生
ま
れ
た
娘
に
相
続
を
認
め
る
か

ど
う
か
と
い
う
紛
争
に
関
し
、
血
統
が
あ
れ
ば
、
出
生
地
を
問
わ
ず
に
、

フ
ラ
ン
ス
人
の
資
格
を
認
め
る
と
い
う
決
定
を
行
っ
た
。
た
だ

し
、
両
親
の
死
後
も
フ
ラ
ン
ス
に
居
住
す
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
、
相
続
人
が
国
外
に
去
れ
ば
先
祖
か
ら
の
す
べ
て
の
財
産
が
没
収
さ
れ

た
。
こ
の
よ
う
に
現
在
の
み
な
ら
ず
将
来
に
わ
た
っ
て
フ
ラ
ン
ス
王
国
内
に
居
住
す
る
こ
と
を
フ
ラ
ン
ス
人
の
要
件
と
し
た
の
は
、
そ
の

子
が
、
帰
国
の
意
思
ク

(!'esprit
d
e
 r
e
 to
u
r
)

を
有
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
で
あ
り
、
そ
れ
は
王
へ
の
忠
誠
の
証
し
で
も
あ
っ

以
上
の
経
緯
に
よ
っ
て
、

相
続
能
力
、

を
決
め
て
い
た
。
ま
ず
、

ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
下
で
は
、

フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
、
又
は
フ
ラ
ン
ス
人
の
子
と
し
て
外
国
で
生
ま

れ
た
者
で
あ
っ
て
、
現
在
及
び
将
来
に
わ
た
っ
て
フ
ラ
ン
ス
に
居
住
す
る
者
は
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
血
統
主
義
も
取
り

入
れ
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
生
地
主
義
が
支
配
的
基
準
と
な
っ
て
い
た
。

フ
ラ
ン
ス
王
国
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
を
条
件
に
、



(38) 神奈川法学第47巻第 1号 2014年 38 

自
動
的
に
国
籍
を
取
得
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

一
七
九
一
年
憲
法
第
II
編
第
三
条
に
受
け
継
が
れ
、

さ
れ
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
社
会
に
再
復
帰
し
、

(
a
)

能
動
的
市
民
と
受
動
的
市
民
の
区
分

一
七
八
九
年
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
、
平
等
の
理
念
に
基
づ
き
各
種
特
権
を
廃
止
し
、
個
人
を
権
利
の
中
心
に
置
い
た
。
奴
隷
制
は
廃
止

ユ
ダ
ヤ
人
は
平
等
な
権
利
を
得
た
。
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
法
の
前
に
平
等
に
な

っ
た
。
し

か
し
同
時
に
、
多
少
の
資
産
を
有
す
る
成
人
男
子
で
あ
っ
て
、
選
挙
権
を
有
し
、
国
家
主
権
を
行
使
す
る
能
動
的
市
民

(
c
i
t
o
y
e
n
s
actifs) 

と
、
女
子
や
未
成
年
者
、
貧
困
者
と
い
っ
た
受
動
的
市
民

(
c
i
t
o
y
e
n
s
passifs)

と
い
う
新
た
な
差
別
を
設
け
た
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お

(22) 

け
る
「
市
民
」
と
は
、
資
産
を
有
す
る
成
人
男
子
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

有
す
る
か
、

民
階
級
と
し
て
の
信
任
状
を
受
け
て
い
れ
ば
、

革
命
後
は
じ
め
て
フ
ラ
ン
ス
人
の
定
義
を
定
め
た
法
令
で
あ
る
「
フ
ラ
ン
ス
人
と
み
な
さ
れ
、
及
び
能
動
的
市
民
の
権
利
の
行
使
が
認

(23
)
 

め
ら
れ
る
た
め
の
条
件
に
関
す
る

一
七
九

0
年
四
月

一
0
日
の
デ
ク
レ
」
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
自
体
の
定
義
は
示
し
て
い
な
い
も
の
の
、
国

外
で
生
ま
れ
た
外
国
人
が
能
動
的
市
民
と
な
る
要
件
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
王
国
の
外
で
外
国
人
の
両
親
か
ら
生
ま
れ
た
す
べ

(24
)
 

て
の
人
々
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
居
住
し
、
市
民
と
し
て
の
宣
誓
を
し
、

王
国
内
に
継
続
し
て
五
年
以
上
住
所
を
有
し
、
加
え
て
、
不
動
産
を

フ
ラ
ン
ス
人
女
性
と
結
婚
す
る
か
、
商
業
活
動
を
行
う
か
、
又
は
、
原
則
と
し
て
国
境
の
県
若
し
く
は
海
辺
の
都
市
か
ら
市

フ
ラ
ン
ス
人
と
み
な
さ
れ
、
能
動
的
市
民
の
権
利
の
行
使
が
認
め
ら
れ
る
」
と
定
め
、

定
の
社
会
活
動
実
績
を
加
味
し
た
居
住
地
主
義
を
と
っ
た
。
こ
の
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
、
外
国
人
は
、
婦
化
に
よ
ら
ず
と
も
フ
ラ
ン
ス
人
に

な
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
デ
ク
レ
は
、

力
を
有
し
た
。
こ
の
間
、

フ
ラ
ン
ス
に
居
住
し
、

一
七
九
五
年
憲
法
が
効
力
を
発
す
る

一
七
九
五
年
九
月
ま
で
効

フ
ラ
ン
ス
人
女
性
と
結
婚
し
た
者
や
軍
隊
に
徴
用
さ
れ
た
者
な
ど
数
千
人
の
外
国
人
が

イ
）
革
命
期
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
定
義
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こ
の
ほ
か
、

フ
ラ
ン
ス
人
の
定
義
に
関
連
す
る
ア
ン
シ
ャ
ン

・
レ
ジ
ー
ム
の
遺
制
を
廃
止
し
た
も
の
と
し
て
、

「外
国
人
遺
産
没
収
権

(25
)

（

26) 

及
び
外
国
人
財
産
分
割
徴
収
権
を
廃
止
す
る
た
め
の
一
七
九

0
年
八
月
六
日
の
デ
ク
レ
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
外
国
人
遺
産
没
収
権
及
び

外
国
人
財
産
分
割
徴
収
権
は
、
す
べ
て
の
人
間
を
結
び
つ
け
る
博
愛
の
原
則
に
反
し
、

す
べ
て
の
人
々
に
対
し
て
崇
高
で
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
人
権
を
享
受
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
権
利
の
廃
止
を
宣
言
し

(27
)
 

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

「亡
命
し
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
財
産
の
回
復
に
関
す
る
一
七
九

0
年
―
二
月
九
日
の
デ
ク
レ
」
は
、
亡
命
し
た

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
及
び
そ
の
子
孫
に
対
し
、
宗
教
を
理
由
に
没
収
さ
れ
た
財
産
の
回
復
を
認
め
た
。

一
七
九
一
年
憲
法

(
a
)
君
主
制
下
で
の
一
院
制
の
国
民
立
法
議
会

フ
ラ
ン
ス
最
初
の
憲
法
で
あ
る

一
七
九
一
年
九
月
三
日
の
憲
法
（
以
下
「

一
七
九

一
年
憲
法
」
と
い
う
。
）
は
、
そ
の
冒
頭
に
一
七
八
九

(28) 

年
八
月
二
六
日
の

「人
間
及
び
市
民
の
権
利
の
宣
言
」

(D
e
c
l
a
ration
d
e
s
 droits
 de
 l
'
h
o
m
m
e
 et d
u
 C
i
t
o
y
e
n
)
を
掲
げ
、
そ
の
実
現

(29
)
 

を
図
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
同
憲
法
は
、
主
権
は
国
民

(N
a
tion
)
に
属
す
る

（第
皿
絹
第
一
条
）
と
定
め
た
も
の
の
、
そ

の
執
行
は
王
に
委
ね
、
「
政
府
は
君
主
制

(
m
o
n
a
r
c
h
i
q
u
e
)

で
あ
る
」
（
同
第
四
条
）
と
定
め
て
、
立
憲
君
主
制
を
と
っ
た
。
た
だ
し
、
王

は
国
民
及
び
法
に
従
う
も
の
と
さ
れ
（
第
III
編
第
Il
章
第
一
節
第

一条）
、
法
律
の
提
案
・
決
定
、
公
の
支
出
や
租
税
の
決
定
な
ど
は
立
法

府

(
C
o
r
p
s
legis
latif)

が
行
う
と
す
る

（第
皿
編
第
皿
章
第

一
節
第

一
条
）
な
ど
に
よ
り
、
王
の
権
限
を
大
幅
に
制
限
し
た
。

ま
た
、
立
法
権
は
、
七
四
五
人
の
議
員

(r
e
p
r
e
s
e
n
ta
n
t
)
で
構
成
さ
れ
る

一
院
制
の
国
民
立
法
議
会

(
A
ss
e
m
b
l
e
e
national
e
 legis, 

lativ
e)
が
担
っ
と
し
た
（
第
皿
編
第
I
章
第

一
条
及
び
同
章
第
一

節
第

一
条
）
。
議
員
の
数
は
、

地
域
、
人
口
及
び
直
接
税
額
に
応
じ
て
八

ウ

(b
)
 ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
遺
制
の
廃
止

フ
ラ
ン
ス
は
、

自
由
な
政
府
の
下
で
、
領
土
内
の
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っ
た
こ
と
、
満
二
五
歳
で
あ
る
こ
と
、
市
又
は
カ
ン
ト
ン
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
、
少
な
く
と
も
三
日
の
労
働
に
相
当
す
る
直
接
税
を
支

払
っ
て
い
る
こ
と
、
召
使
い
で
は
な
い
こ
と
、
市
町
村
の
国
民
軍
へ
の
登
録
を
し
て
い
る
こ
と
、
市
民
と
し
て
の
宣
誓
を
し
た
こ
と
」
を

（第

m編
第
I
章
第
二
節
第
二
条
）
。

フ
ラ
ン
ス
市
民
の
要
件

一
七
九
一
年
憲
法
は
、
第
II
編
第
二
条
に
お
い
て
、
能
動
的
市
民
の
要
件
と
は
別
に
、
フ
ラ
ン
ス
市
民

(
c
i
t
o
y
e
n
s
f
r
a
n
~
a
i
s
)

の
要
件

を
定
め
た
。
こ
れ
は
、

一
七
九

0
年
四
月
三

0
日
の
デ
ク
レ
を
統
合
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
に
お
い
て
は
じ
め
て
全
国
的
に
適
用
さ
れ
る

(31
)
 

フ
ラ
ン
ス
人
の
定
義
を
明
確
に
定
め
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
①
父
親
が
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
た

者
、
②
父
親
が
外
国
人
で
あ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
、

国
で
生
ま
れ
、

(~
11) 
定
め
た

フ
ラ
ン
ス
王
国
に
居
所
を
定
め
た
者
及
び
③
父
親
が
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
っ
て
外

フ
ラ
ン
ス
に
定
住
す
る
た
め
に
帰
国
し
、
市
民
と
し
て
の
宣
誓
を
し
た
者
は
、

上
記
選
挙
人
を
選
出
す
る
能
動
的
市
民
の
要
件
に
つ
い
て
、

(i
)
能
動
的
市
民
の
要
件

(
b
)
能
動
的
市
民
の
要
件
と
フ
ラ
ン
ス
市
民
の
要
件

三
の
県
に
配
分
さ
れ
（
同
節
第
二
条
）
、
具
体
的
に
は
、
二
四
七
名
は
各
県
に
三
名
ず
つ
（
パ

リ
県
は
一

名
）
（
同
節
第
三
条
）
、
二
四
九
名

は
人
口
に
応
じ
て
各
県
に
配
分
さ
れ
（
同
節
第
四
条
）
、
残
り
二
四
九
名
は
直
接
税
額
に
応
じ
て
各
県
に
配
分
さ
れ
た
（
同
節
第
五
条）
。

次
に
、
能
動
的
市
民
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
第
一
次
選
挙
人
会

(
A
s
s
e
m
b
l
e
e
s
p
r
i
m
a
i
r
e
s
)
を
市

(ville)

及
び
カ
ン
ト
ン

(30
)
 

t
o
n
)

ご
と
に
組
織
し
、
能
動
的
市
民
一

0
0
人
に
つ
き
一
人
の
選
挙
人

(electeurs)

を
選
出
す
る
（
第

m編
第
I
章
第
二
節
第

一
条、

第
六
条
）
。
そ
う
し
て
選
ば
れ
た
選
挙
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
選
挙
人
会

(
A
s
s
e
m
b
l
e
e
s
electorales)

を
県
ご
と
に
組
織
し
、
そ
こ

で
各
県
に
配
分
さ
れ
た
数
の
国
民
立
法
議
会
議
員
を
選
出
す
る
と
い
う
間
接
選
挙
制
を
と
っ
た

（同
章
第
三
節
第
一
条
）
。

(
c
an, 

一
七
九
一
年
憲
法
は
、
「
フ
ラ
ン
ス
人
に
生
ま
れ
又
は
フ
ラ
ン
ス
人
に
な

フ
ラ
ン
ス
市
民
に
な
る
と
定
め
た
。
①
と
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③
は
父
系
血
統
主
義
を
基
本
と
し
、
②
は
生
地
主
義
を
と
っ
た
。

ま
た
、
第
II
編
第
一
一
一
条
で
は
、
④
両
親
が
外
国
人
で
あ
っ
て
外
国
で
生
ま
れ
、
フ
ラ
ン
ス
に
居
住
す
る
も
の
は
、
「
継
続
し
て
フ
ラ
ン
ス

に
五
年
間
居
住
し
、
か
つ
、
不
動
産
を
取
得
す
る
か
、

フ
ラ
ン
ス
人
女
性
と
結
婚
す
る
か
、
又
は
農
菓
若
し
く
は
商
業
の
活
動
を
行
う
か

し
て
お
り
、
か
つ
、
市
民
と
し
て
の
宣
誓
を
し
て
い
れ
」
ば
フ
ラ
ン
ス
市
民
に
な
る
と
定
め
（
第
II
編
第
三
条
）
、
フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
て

い
な
く
て
も
、
五
年
間
の
継
続
的
居
住
と
一
定
の
社
会
活
動
実
績
が
あ
れ
ば
フ
ラ
ン
ス
市
民
に
な
る
と
し
、
居
住
地
主
義
を
と
っ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
住
所
を
定
め
、
市
民
と
し
て
の
宣
誓
を
し
た
外
国
人
の
帰
化
を
認
め
る
こ

さ
ら
に
、
第
II
編
第
四
条
で
は
、
立
法
権
は
、

以
上
の
よ
う
に
一
七
九
一
年
憲
法
は
、
能
動
的
市
民
の
要
件
と
フ
ラ
ン
ス
市
民
の
要
件
を
別
に
定
め
て
い
た
も
の
の
、
前
者
は
後
者
を

前
提
に
し
て
い
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
三
労
働
日
に
相
当
す
る
直
接
税
の
支
払
な
ど
の
資
力
要
件
と
国

民
軍
へ
の
登
録
と
い
う
国
家
へ
の
貢
献
要
件
を
加
重
し
、
範
囲
を
よ
り
制
限
し
て
い
た
。

（
エ
）
外
国
人
の
名
誉
市
民
問
題

こ
の
当
時
、
功
利
主
義
の
始
祖
と
し
て
有
名
な
イ
ギ
リ
ス
人
の
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
ベ
ン
サ
ム

(
]
e
r
e
m
y
B
e
n
t
h
a
m
)

や
ア
メ
リ
カ
の
初
代

(
G
e
o
r
g
e
 W
a
s
h
i
n
g
t
o
n
)

な
ど
フ
ラ
ン
ス
に
貢
献
し
た
外
国
人
に
対
し
て
フ
ラ
ン
ス
市
民
の
資
格
を

付
与
で
き
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、

カ
独
立
宣
言
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
そ
う
い
っ
た
背
景
の
下
で
、
革
命
後
、
プ
ロ
イ
セ
ン
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
戦
争
に
苦
し
む
フ
ラ

ン
ス
の
国
民
立
法
議
会
の
議
員
の
中
に
は
、
彼
ら
の
意
見
や
著
書
、
勇
気
は
人
間
の
理
性
を
豊
か
な
も
の
と
し
、
自
由
へ
の
道
を
用
意
し

大
統
領
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン

一
七
八
九
年
の
「
人
間
と
市
民
の
権
利
の
宣
言
」
は
、

（
面
）
生
地
主
義
の
採
用

一
七
七
六
年
の
ア
メ
リ

と
が
で
き
る
と
定
め
、
別
途
、
帰
化
の
制
度
も
設
け
て
い
た
。
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さ
ら
に
、

才

一
七
九
三
年

（共
和
暦
I
年
）
憲
法

し
か
し
、

そ
れ
以
外
の
帰
化
は
認
め
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

帰
化
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
、

(32) 

d'h
o
n
n
e
u
re
)

に
す
る
こ
と
に
し
た
。

一
七
九
三
年
六
月
二
四
日
に

一
七
九

た
と
し
て
、
彼
ら
を
フ
ラ
ン
ス
人
に
帰
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
見
が
有
力
に
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る。

一
七
九
一
年
憲
法
は
、
帰
化
の
要
件
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
住
所
を
定
め
、

市
民
と
し
て
宣
誓
す
る
こ
と
を
求
め
て
お
り
、

い
か
に
フ
ラ
ン
ス
に
貢
献
し
た
者
で
あ
っ
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
に
居
住
し
て
い
な
い
以
上

一
七
九
二
年
八
月
二
六
日
の
デ
ク
レ
に
よ

っ
て
、
彼
ら
を
名
誉
市
民

(ci
to
y
e
n
n
e
te

こ
の
よ
う
に
、
革
命
期
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、

国
内
外
の
反
革
命
勢
と
の
戦
い
に
よ
っ
て
革
命
政
権
が
危
機
的
な
状
況
に
陥
る
中
で
、
共

和
国
の
基
礎
を
築
く
た
め
に
外
国
の
思
想
家
や
立
法
者
を
呼
び
寄
せ
、
そ
の
力
を
借
り
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
外

(33
)
 

国
と
の
間
で
実
際
に
革
命
戦
争
が
始
ま
る
と
、
そ
の
国
出
身
の
外
国
人
を
立
法
か
ら
排
除
す
る
よ
う
に
な
る
。

(
a
)

直
接
選
挙
制
に
よ
る
共
和
制

一
七
九
二
年
九
月
ニ

―
i
二
二
日
の
デ
ク
レ
に
よ

っ
て、

王
政
の
廃
止
が
宣
言
さ
れ
た
。
ル
イ
一

六
世

(L
o
ui
s
X
V
I
)

は
投
獄
さ
れ、

一
七
九
三
年

一月、

憲
法
上
の
役
割
を
尊
重
し
な
か
っ
た
罪
や
国
外
逃
亡
を
企
て
た
罪
な
ど
を
理
由
に
、
国
民
公
会

(
C
o
n
v
e
n
tio
n
n
a,
 

(34) 

ti
o
n
a
le)

に
よ
っ
て
死
刑
を
宣
告
さ
れ
、
ギ
ロ
チ
ン
の
刑
に
処
さ
れ
た
。
王
政
の
廃
止
を
受
け、

年

（共
和
暦
I
年）

の
憲
法
（
以
下

「
一
七
九
三
年
憲
法
」
と
い
う
。）

が
制
定
さ
れ、

第
一

共
和
政
が
始
ま
る。

(35
)
 

こ
の
憲
法
で
も
、

冒
頭
に

「
人
間
と
市
民
の
権
利
の
宣
言
」
を
掲
げ
、
そ
の
第
二
五
条
で
「
主
権
は
人
民
に
存
す
る
」
と
宣
言
し
た
。

一
七
九

一
年
憲
法
と
は
異
な
り
、
立
法
府
の
議
員

(d
e
p
u
t
e)

は
人
口
の
み
に
基
づ
き

（第
ニ
一
条
）
、
住
民
四
万
人
に

一
名
の

割
合
で
選
出
す
る
こ
と
と
し

（
第
二

二
条）
、
住
民
が
三
・

九
万
人
か
ら
四

・一

万
人
と
な
る
人
口
規
模
の
第

一
次
選
挙
人
会
が
議
員
を
絶
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め
た
こ
と
に
な
る
。

対
多
数
で
直
接
選
出
す
る
直
接
選
挙
制
を
と
っ
た

（第
二
三
条
）
。

こ
の
第

一
次
選
挙
人
会
は
、
カ
ン
ト
ン
に
六
月
以
上
住
ん
で
い
る
市
民

（第一

一
年
以
上
の
居
住
要
件
と
一
定
の
社
会
実
績
に
よ
っ
て

一
条
）
、
資
力
要
件
な
ど
は
設
け
ず
、
住
居
要
件
だ
け
を
定
め
て
い
た
。

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
と
定
め

ま
た
、
執
行
機
関
と
し
て
は
、

二
五
名
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
な
る
執
行
委
員
会

(
C
onseil
executif)

を
設
け
る

（
第
六
二
条
）

と
と
も

に
、
立
法
機
関
と
し
て
立
法
府
を
設
け
（
第
三
九
条
以
下
）
、
執
行
委
員
会
は
立
法
府
の
下
に
置
か
れ
た

市
民

(c
i
t
o
y
e
n
s
)

(b
)
生
地
主
義
と
社
会
的
要
件
の
な
い
市
民
要
件

の
要
件
に
関
し
て
は
、
第
四
条
で
、
「
①
フ
ラ
ン
ス
に
生
ま
れ
、
か
つ
、
居
住
す
る
す
べ
て
の
人
間
で
あ
っ
て
、
満

二

―
歳
で
あ
る
者
、
②
満
ニ
―
歳
の
す
べ
て
の
外
国
人
で
あ
っ
て
、

財
産
を
所
有
す
る
か
、

フ
ラ
ン
ス
に
一
年
以
上
居
住
し
、
か
つ
、
そ
こ
で
仕
事
を
す
る
か
、

フ
ラ
ン
ス
人
女
性
と
結
婚
す
る
か
、
子
を
養
子
に
も
ら
う
か
、
又
は
老
人
を
養
う
か
し
て
い
る
者
、

③
立
法
府
に

よ
っ
て
人
類
に
大
い
に
貢
献
し
た
と
認
め
ら
れ
た
す
べ
て
の
外
国
人
は
、

（第
七
五
条
）
。

（
囲
み
数
字

一
七
九
一
年
憲
法
の
能
動
的
市
民
を
意
味
す
る
市
民
の
要
件
と
フ
ラ
ン
ス
人
の
要
件

が

一
体
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
て
お
り
、
前
段
の
「
フ
ラ
ン
ス
に
生
ま
れ
、
か
つ
、
居
住
す
る
す
べ
て
の
人
間
」
が
フ
ラ
ン
ス

人
の
要
件
を
、
後
段
の
「
満
ニ

―
歳
で
あ
る
者
」
が
市
民
の
要
件
を
定
め
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
解
釈
に
従
え
ば
、

い
ず
れ

の
要
件
も
生
地
主
義
に
基
づ
い
て
お
り
、
市
民
の
要
件
と
し
て
納
税
等
の
社
会
的
要
件
を
加
重
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
普
通
選
挙
を
定

他
方
、
外
国
人
に
つ
い
て
は
、

②
に
お
い
て
、
出
生
地
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、

市
民
と
し
て
の
権
利
を
認
め
る
居
住
地
主
義
を
と
っ
た
。

こ
の
う
ち
①
に
関
し
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

は
筆
者
挿
入
）
と
規
定
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
市
民
の
権
利
の
行
使
が
認
め
ら
れ
る
」
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す
る
か
、
承
認
す
る
か
し
か
で
き
な
い
と
さ
れ
た

て
立
法
府
が
構
成
さ
れ
る

b
l
e
e
s
 e
le
c
t
o
rales
)
 の
メ
ン
バ

ー
を
選
出
す
る

一
七
九
四
年
七
月
の
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
の
反
動
に
よ
っ
て
急
進
派
が
一
掃
さ
れ
、

ジ
ー
の
た
め
の
一
七
九
五
年
（
共
和
暦
皿
年
）
の
憲
法
（
以
下

「一

七
九
五
年
憲
法
」
と
い
う
。）

が
制
定
さ
れ
た
。

こ
の
憲
法
で
は
、

立
法
権
に
つ
い
て
一
七
九
一
年
憲
法
の
間
接
選
挙
制
を
復
活
さ
せ
る
と
と
も
に
、
新
た
に
二
院
制
を
と

っ
た
。
ま
ず
、

(37) 

一
年
以
上
そ
こ
に
居
住
す
る
市
民
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
第

一
次
選
挙
人
会
を
カ
ン
ト
ン
ご
と
に
組
織
し
、
そ
こ
で
選
挙
人
会

(A
s
s
e
m
,

d
e
s
 A
n
c
i
e
n
s
)
 

（第

一
七
条
、
第
二
七
条
、
第
三
＿二
条）
。
第
一
次
選
挙
人
会
で
は
、
元
老
会

(
C
o
nseil

の
議
員
及
び
五
百
人
会

(
C
o
n
s
e
il
d
e
s
 C
i
n
q'
C
e
n
ts) 

（
第
四
四
条
）
。
法
律
の
提
案
権
は
五
百
人
会
に
専
属
し
（
第
七
六
条
）
、
元
老
会
は
法
律
案
を
一
括
し
て
否
決

ま
た
、
執
行
権
は
、
立
法
府
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
五
人
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
執
政
府

(D
i
r
e
c
t
o
i
r
e
)
が
行
使
す
る
こ

と
と
さ
れ
た

（
第
二
二
二
条
）。

(
a
)

間
接
選
挙
制
に
よ
る
二
院
制
の
採
用

力

一
七
九
五
年

（共
和
暦
皿
年
）
憲
法

こ
の
よ
う
に
一
七
九
―
―一
年
憲
法
は
、
人
民
主
権
の
下
、
能
動
的
市
民
の
要
件
を
幅
広
く
認
め
、
当
時
と
し
て
は
急
進
的
な
直
接
普
通
選

挙
制
を
と
っ
た
。
し
か
し
、
同
憲
法
は
、
内
外
の
非
常
事
態
を
前
に
施
行
が
延
期
さ
れ
、
結
局
、

一
度
も
実
施
さ
れ
る
こ
と
な
く
終
わ

っ

て
い
る
。
ま
た
、
外
国
人
が
フ
ラ
ン
ス
の
市
民
権
を
行
使
す
る
要
件
と
し
て
、
市
民
と
し
て
の
宣
誓
を
不
要
と
し
た
こ
と
か
ら
、
本
人
の

同
意
が
な
く
て
も
外
国
人
は
自
動
的
に
国
籍
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。

(

C

)

未
施
行
に
終
わ

っ
た
急
進
的
憲
法

（
第
九
五
条
）
。

の
議
員
を
選
出
し
（
第
四
一
条
）
、
元
老
会
と
五
百
人
会
に
よ
っ

一
七
九
五
年
八
月
二
二
日
に
は
、
穏
健
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
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さ
れ
た

一
定
の
社
会
実
績
の
ほ
か
、
必
要
な
居
住
期
間
を
七

フ
ラ
ン
ス
市
民
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
第
八
条
で
「
フ
ラ
ン
ス
に
生
ま
れ
、
か
つ
、
居
住
す
る
す
べ
て
の
人
間
で
あ
っ
て
、
満
ニ
―
歳

で
あ
り
、
そ
の
カ
ン
ト
ン
の
市
民
登
録
簿
に
登
録
さ
れ
、
共
和
国
の
領
土
に
一
年
間
居
住
し
、
か
つ
、
直
接
税
、
不
動
産
税
又
は
個
人
税

を
支
払
っ
て
い
る
」
者
と
定
め
て
生
地
主
義
を
と
り
、
か
つ
、
納
税
を
要
件
と
し
た
。
そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
市
民
と
な
っ
た
効
果
と
し
て

は
、
第
一
次
選
挙
人
会
で
投
票
し
、
か
つ
、
憲
法
で
定
め
ら
れ
た
職
務
に
就
け
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
第
一
一
条
）
。

ま
た
、
外
国
人
に
つ
い
て
は
、
第
一

0
条
で
「
満
ニ

―
歳
に
達
し
た
の
ち
、
フ
ラ
ン
ス
に
居
を
定
め
る
意
思
を
宣
言
し
、
引
き
続
き
七

年
間
フ
ラ
ン
ス
に
居
住
す
る
と
と
も
に
、
直
接
税
を
支
払
い
、
か
つ
、
不
動
産
を
所
有
す
る
か
、
農
業
若
し
く
は
商
業
の
活
動
を
行
う
か
、

又
は
フ
ラ
ン
ス
人
女
性
と
結
婚
し
て
い
れ
ば
」
フ
ラ
ン
ス
市
民
に
な
る
と
定
め
た
。

年
に
延
長
し
て
居
住
地
主
義
を
と
る
と
と
も
に
、
定
住
の
意
思
を
宣
言
さ
せ
る
こ
と
に
し
て
、
本
人
の
同
意
の
な
い
国
籍
取
得
は
廃
止
し

(38) 
こ
。

(

C

)

ブ
ル
ジ
ョ
ア
共
和
制
的
特
質

一
七
九
五
年
憲
法
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
共
和
制
の
確
立
を
狙
い
と
し
て
い
た
た
め
、
能
動
的
市
民
た
る
要
件
、
す
な
わ
ち
第
一

次
選
挙
人

会
の
メ
ン
バ
ー
と
な
る
要
件
と
し
て
、
税
の
支
払
な
ど
の
社
会
的
要
件
を
課
し
た
だ
け
で
な
く
、
五
百
人
会
や
元
老
会
の
議
員
の
被
選
挙

資
格
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
年
齢
や
居
住
要
件
を
加
重
し
た
。
具
体
的
に
は
、
五
百
人
会
の
議
員
に
選
ば
れ
る
た
め
に
は
、
一―
1
0
歳
以
上

で
あ
り
、
か
つ
、
フ
ラ
ン
ス
に

一
0
年
以
上
居
住
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
（
第
七
四
条
）
、
ま
た
、
元
老
会
の
議
員
に
選
ば
れ
る
た

め
に
は
、
四

0
歳
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
未
婚
や
男
や
も
め
で
は
な
い
こ
と
、

（第
八
三
条
）
。

(
b
)
生
地
主
義
と
納
税
が
市
民
の
要
件

フ
ラ
ン
ス
に
一
五
年
以
上
居
住
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
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(39
)
 

ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト

(N
a
pol
e
o
n
B
o
n
a
p
a
r
t
e
)
に
よ
る

一
七
九
九
年

―
一
月
九
日
の
ク
ー
デ
タ
の
後
、
同
年
―
二
月
一
三
日

に

一
七
九
九
年
（
共
和
暦
圃
年）

こ
の
憲
法
で
は
、
政
府
は
、
任
期
一

0
年
の
三
人
の
統
領

(c
o
n
s
u
l)
に
委
ね
ら
れ
、
第

一
統
領
に
は
ボ
ナ
パ
ル
ト
が
、
第
二
統
領
に
は

(40)

（

41) 

カ
ム
バ
セ
レ
ス

(
C
a
m
b
a
c
e
r
e
s
)
が
、
第
三
統
領
に
は
ル
ブ
ラ
ン

(
L
e
b
r
u
n
)

が
就
く
こ
と
が
憲
法
上
明
記
さ
れ
た
（
第
三
九
条
）
。
ま

た
、
立
法
権
に
関
し
て
は
、
政
府
が
法
案
を
提
案
し
、
護
民
院

(T
r
i
b
u
n
a
t)
が
賛
否
を
審
議
し
、

立
法
府
が
決
定
す
る
と
さ
れ
た

二
五
条
）
。

の
憲
法

（以
下
「
一
七
九
九
年
憲
法
」
と
い
う
。
）
が
制
定
さ
れ
た
。

護
民
院
と
は
、
元
老
院
が
選
ぶ
二
五
歳
以
上
の

一
0
0
名
の
議
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

（第
二
七
条
）
、
法
案
に
対
す
る
賛
否
を
決
定
す

る
ほ
か
、
法
案
に
関
す
る
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
意
見
に
何
ら
強
制
力
は
な
く
、
法
案
の
修
正
権
も
持
た
な
か
っ
た
。

し
か
も
、
意
見
は
、
公
行
政

(a
d
m
ini
stration
p
u
b
l
i
q
u
e
)
に
関
す
る
部
分
に
限
ら
れ
、
民
事
又
は
刑
事
に
関
す
る
裁
判
上
の
事
項
に
つ

い
て
は
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
た
（
第
二
九
条
）
。
他
方
、

立
法
府
は
、
元
老
院
が
選
ぶ
三

0
歳
以
上
の
三

0
0
人

の
議
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
立
法
機
関
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
各
県
か
ら
一
名
が
選
ば
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
三
一
条
）
。
立
法
府

で
は
、
護
民
院
と
政
府
代
表
の
法
案
に
関
す
る
議
論
を
聴
い
た
上
で
、
投
票
で
法
案
を
決
定
す
る

こ
れ
ら
の
議
員
を
選
ぶ
権
限
を
有
す
る
元
老
院

(
S
e
n
a
t
c
o
n
s
e
r
v
a
t
e
u
r
)
と
は
、
四

0
歳
以
上
で
終
身
の
議
員
八

0
名
に
よ

っ
て
構
成

さ
れ
（
第
一
五
条
）
、
そ
の
任
命
は
元
老
院
自
身
が
行
う
と
さ
れ
た
が
（
第

一
六
条
）
、
最
初
の
過
半
数
の
議
員
は
、
二
名
の
前
統
領
と
第

二
統
領
の
カ
ム
バ
セ
レ
ス
、
第
三
統
領
の
ル
ブ
ラ
ン
の
四
人
が
任
命
す
る

(b
)
社
会
的
要
件
を
排
除
し
た
市
民
要
件

キ

(
a
)
統
領
制
と
変
則
的
な
二
院
制

＿
七
九
九
年

（共
和
暦
渭
年
）
憲
法

（
第
二
四
条
）
と
い
う
非
民
主
的
な
組
織
で
あ

っ
た
。

（第
三
四
条
）
。

（第



47 フランスにおける移民政策の展開（二） (47) 

一
七
九
九
年
憲
法
は
、
フ
ラ
ン
ス
市
民
の
要
件
に
関
し
て
は
、
第
二
条
で
、
「
フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
、
か
つ
、
居
住
す
る
す
べ
て
の
人
間

で
あ
っ
て
、
満
ニ
―
歳
で
あ
り
、
市
町
村
の
区
の
市
民
登
録
簿
に
登
録
し
、
共
和
国
に
一
年
以
上
居
住
す
る
者
」
と
定
め
、
納
税
等
の
社

会
的
要
件
を
課
す
こ
と
な
く
、
単
純
な
生
地
主
義
を
と
っ
た
。

ま
た
、
外
国
人
に
つ
い
て
は
、
「
満
ニ
―
歳
に
達
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
居
を
定
め
る
意
思
を
宣
言
し
、
引
き
続
き
一

0
年
以
上
フ
ラ
ン
ス
に

居
住
し
た
と
き
」
に
フ
ラ
ン
ス
市
民
に
な
る
と
定
め
（
第
―
―
一
条
）
、
居
住
期
間
を
一

0
年
に
延
長
し
た
上
で
居
住
地
主
義
を
と
っ
た
。

(
C
)

公
職
名
簿
登
載
の
た
め
の
三
重
の
間
接
投
票
制

一
七
九
九
年
憲
法
は
、
市
民
の
資
格
に
関
し
て
も
、
外
国
人
が
フ
ラ
ン
ス
市
民
と
な
る
資
格
に
関
し
て
も
、
社
会
的
要
件
を
廃
止
し
、

生
地
主
義
な
い
し
居
住
地
主
義
を
と
っ
て
要
件
を
大
幅
に
緩
和
し
た
。
し
か
し
同
時
に
、
同
憲
法
は
、
三
重
の
間
接
民
主
制
的
な
仕
組
み

(42)

（

43) 

を
取
り
入
れ
、
市
民
権
の
行
使
を
制
限
し
た
。
す
な
わ
ち
、
市
民
は
、
ま
ず
郡
単
位
で
選
挙
を
行
い
、
公
務
を
担
う
に
ふ
さ
わ
し
い
者
と

し
て
そ
の
一

0
分
の
一
の
者
を
指
名
し
て
郡
の
信
任
名
簿

(liste
d
e
 c
o
n
f
i
a
n
c
e
)

を
作
成
す
る
（
第
七
条
）
。
次
に
、
郡
名
簿
登
載
者
が

県
単
位
で
選
挙
を
行
い
、
そ
の
一

0
分
の
一
の
者
を
指
名
し
て
県
の
信
任
名
簿
を
作
成
す
る
（
第
八
条
）
。
さ
ら
に
、
県
信
任
名
簿
登
載
者

が
全
国
単
位
で
選
挙
を
行
い
、
そ
の
一

0
分
の
一
の
者
を
指
名
す
る
（
第
九
条
）
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
全
国
信
任
名
簿
を
作
成
し
（
第
一
九

条
）
、
そ
の
中
か
ら
、
元
老
院
が
立
法
府
の
議
員
、
護
民
院
の
議
員
、
統
領
、
破
棄
裁
判
所
の
判
事
な
ど
を
選
ぶ
と
さ
れ
た
（
第
二

0
条）。

し
た
が
っ
て
、
三
重
の
選
挙
は
、
公
職
の
候
補
者
名
簿
登
載
の
た
め
で
し
か
な
く
、
市
民
の
投
票
に
基
づ
き
議
員
を
選
ぶ
と
い
う
意
味
で

の
民
主
制
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。

一
七
九
九
年
憲
法
が
市
民
の
資
格
に
社
会
的
要
件
を
課
さ
な
か
っ
た
の
は
、
同
憲
法
が
非
民
主
的
な
議
員
の
指
名
制
を
と
り
、
公
職
者

の
選
任
か
ら
民
意
を
排
除
し
て
い
た
か
ら
だ
け
で
な
く
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
ボ
ナ
パ
ル
ト
が
兵
役
そ
の
他
の
公
的
な
義
務
を
課
す
こ
と

に
市
民
の
意
義
を
見
出
し
て
い
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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一
八

0
二
年
憲
法
に
は
市
民
の
要
件
に
関
す
る
特
段
の
規
定
は
な
く
、
カ
ン
ト
ン
議
会
は
、
そ
こ
に
住
所
を
有
し
、
名
簿
に
登
録
し
た

す
べ
て
の
市
民
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
（
第
四
条
）
。
し
か
し
、
同
憲
法
は
、
高
額
納
税
者
名
簿
の
登
載
者
（
第
二
五
条
）
か
ら
カ
ン
ト
ン

議
会
が
県
の
選
挙
人
団

(c
o
l
l
e
g
e
s
e
le
c
t
o
r
a
u
x
)

の
構
成
員
を
選
出
し
（
第
二
六
条
）
、
こ
の
選
挙
人
団
が
公
職
の
候
補
者
を
選
任
す
る

(
b
)
納
税
額
に
よ
る
公
職
資
格
の
制
限

め
て
中
央
集
権
的
な
体
制
を
と
っ
た
。

一
八
0
二
年
憲
法
で
は
、
治
安
判
事
の
管
轄
地
域
ご
と
に
カ
ン
ト
ン
議
会
を
置
く
と
さ
れ
た
が
（
第
一
条
）
、
そ
の
議
長
は
第
一

統
領
が
指
名
し
た
（
第
五
条
）
。
こ
の
ほ
か
、
カ
ン
ト
ン
議
会
が
指
名
し
た
二
名
の
候
補
者
の
中
か
ら
第
一
統
領
が
治
安
判
事
を
任
命
し

（
第
八
条
）
、
市
長
及
び
助
役
も
第
一
統
領
が
任
命
す
る

（第
一
三
条
）
な
ど
、
全
体
と
し
て
第

一
統
領
の
権
限
を
強
大
な
も
の
に
し
、
極

ま
た
、

一
八

0
二
年
五
月
一

0
日、

(44
)
 

ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
を
終
身
の
統
領
に
す
る
か
ど
う
か
を
国
民
に
問
う
統
領
令
が
発
せ
ら
れ
、
こ

れ
を
受
け
た
同
年
八
月
二
日
の
元
老
院
決
配
に
よ
っ
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
が
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
名
に
お
い
て
終
身
の
第

一

(46
)
 

統
領
に
任
命
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
同
年
八
月
四
日
の
憲
法
組
織
に
関
す
る
元
老
院
決
議
に
よ

っ
て、

(
a
)
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
独
裁
体
制
の
確
立

一
八

0
二
年
憲
法
は
、
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
独
裁
体
制
を
確
立
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
統
領
は
終
身
で
、
元
老
院

(S
e
,

n
a
t
)
の
議
員
で
あ
り
、
か
つ
、
議
長
に
な
る
と
さ
れ
た

（第
三
九
条
）。

元
老
院
は
、
植
民
地
の
憲
法
、
憲
法
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
事
項
、

異
な

っ
た
解
釈
が
可
能
な
憲
法
条
項
に
関
す
る
解
釈
に
つ
い
て
、
決
議
に
よ
っ
て
決
定
す
る
ほ
か
（
第
五
四
条
）
、
裁
判
所
の
判
決
の
破

棄
、
立
法
府
及
び
護
民
院
の
解
散
、
第
二
•
第
三
統
領
の
任
命
な
ど
の
権
限
を
有
し
た

法

（以
下

「
一
八
0
二
年
憲
法
」
と
い
う
。
）
が
制
定
さ
れ
た
。

（ク

一八
0
二
年
（
共
和
暦
X
年）

憲
法

（
第
五
五
条
）
。

一
八
0
二
年

（共
和
暦

X
年
）
の
憲
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ほ
か
、
カ
ン
ト
ン
議
会
が
指
名
す
る
市
議
会
議
員
も
高
額
納
税
者
名
簿
の
登
載
者
か
ら
選
ぶ
と
す
る
（
第
一

一
条
）
な
ど
、
納
税
額
に
よ

ち
な
み
に
、
選
挙
人
団
は
、
郡
の
場
合
に
は
五

0
0
人
に
一
人
（
第
一
八
条
）
、
県
の
場
合
に
は

一
、
0
0
0
人
に

一
人
の
割
合

（第

一

九
条
）
で
選
ば
れ
る
終
身
の
構
成
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
（
第
二
0
条）
。
郡
の
選
挙
人
団
は
、
市
議
会
の
候
補
者

（第
二
八
条
）
及
び

裁
判
所
の
判
事
候
補
者
を
選
出
し
（
第
二
九
条
）
、
県
の
選
挙
人
団
は
、
県
議
会
の
候
補
者
（
第
三
0
条
）
及
び
元
老
院
議
員
の
候
補
者

（第

三

一
条
）
を
選
出
す
る
ほ
か
、
県
と
郡
の
選
挙
人
団
は
、
立
法
府
の
代
議
員
候
補
者
を
そ
れ
ぞ
れ
選
出
す
る
（
第
三
二
条
）

と
さ
れ
た
が
、

さ
れ
た
。
こ
の
憲
法
は
、
共
和
国
の
統
治
は
一
人
の
皇
帝
に
委
ね
ら
れ
（
第
一
条
）
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
が
フ
ラ
ン
ス
人
の
皇
帝

と
な
る

（
第
二
条
）
こ
と
を
冒
頭
に
宣
言
し
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
、
同
年
十
二
月
に
は
戴
冠
式
が
挙
行
さ
れ
、
ボ
ナ
パ
ル
ト
は
ナ
ポ
レ

一
八
0
四
年
憲
法
は
、
第
I
I
章
I

世
襲
、
第
I
I
I章
I

皇
族
、
第
l
V章
—

摂
政
と
、
皇
帝
及
び
そ
の
権
力
承
継
者
を
中
心
と
し
た
条
文
構

成
と
な
っ
て
お
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
市
民
の
権
利
や
資
格
に
つ
い
て
は
何
も
触
れ
て
い
な
い
。
立
法
府

（第
X
章
）
や
護
民
院

（第

XI
章）

一
八
0
四
年

（共
和
暦
XII
年
）
の
憲
法

（以
下

「
一
八
0
四
年
憲
法
」
と
い
う
。
）
が
制
定

の
章
で
も
、
会
期
等
の
手
続
的
内
容
が
規
定
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
選
挙
人
団
（
第
XII
章
）
に
つ
い
て
は
、
帝
国
の
重
臣
や

(47) 

レ
ジ
オ
ン
ド
ヌ
ー
ル
勲
章
を
受
け
た
者
が
そ
の
構
成
員
と
な
る
と
定
め
ら
れ
た

（第
九
九
条
）。

オ
ン

一
世
と
な
っ
て
第
一
帝
政
が
確
立
す
る
。

二
年
後
の

一
八
0
四
年
五
月
一
八
日
に
は
、

ケ

一八

0
四
年

（共
和
暦
XII
年
）
憲
法

実
質
的
な
任
命
権
は
、
第
一
統
領
が
握
っ
て
い
た
（
第
六
一
条
及
び
第
六
三
条
）
。

っ
て
公
職
に
就
く
資
格
を
制
限
し
て
い
た
。
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ラ
ン
ス
人
」
と
表
す
こ
と
に
す
る
。
）

め
て
い
た
。
（
な
お
、

そ
れ
ぞ
れ
別
に
定
め
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、

(a) 

(2
)
 ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
と
フ
ラ
ン
ス
人
の
定
義
規
定
の
改
正

一
八
0
四
年
三
月
ニ

―
日、

(48
)
 

布
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

一
七
九
九
年
憲
法
体
制
の
下
で
審
議
さ
れ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
と
呼
ば
れ
る
フ
ラ
ン
ス
初
の
民
法
典
が
公

ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
か
ら
続
い
た
法
の
不
統

一
な
状
態
は
解
消
さ
れ
、

統
一
的
な
法
律
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
時
に
、
本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
定
義
も
大
き
く
改
正
さ
れ
た
。

（
ア
）
フ
ラ
ン
ス
市
民
の
定
義
規
定
と
フ
ラ
ン
ス
人
の
定
義
規
定
の
分
離

一
七
九
一
年
憲
法
で
は
、

一
七
九
三
年
憲
法
以
降
の
両
者
の

一
体
化

フ
ラ
ン
ス
市
民
の
定
義
は
第
皿
編
第
I
章
第
二
節
第
二
条
で
、

フ
ラ
ン
ス
全
土
に
わ
た
っ
て

フ
ラ
ン
ス
人
の
定
義
は
第
Il
編
第
二
条
で
、

一
七
九
三
年
、
九
五
年
及
び
九
九
年
の
憲
法
で
は
両
者
を

一
体
化
し
、
同
一
の
条
文
で
定

一
七
九

一
年
憲
法
は
、
政
治
的
権
利
の
主
体
と
な
る
者
を
「
能
動
的
市
民
」
と
、
私
法
上
の
権
利
の
主
体
と
な
る
者

を
「
フ
ラ
ン
ス
市
民
」
と
表
現
し
て
い
る
が
、
表
記
を
統
一
す
る
た
め
、
以
下
本
稿
で
は
、
前
者
を
「
フ
ラ
ン
ス
市
民
」
と
、
後
者
を

「
フ

一
七
九
九
年
憲
法
を
例
に
と
る
と
、

「フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
、
か
つ
、
居
住
す
る
す
べ
て
の
人
間
で
あ
っ
て
、
満
ニ―

歳
で
あ
り
、
市
町

村
の
区
の
市
民
登
録
簿
に
登
録
し
、
共
和
国
に

一
年
以
上
居
住
す
る
者
は
、
フ
ラ
ン
ス
市
民
で
あ
る
」
と
定
め
て
い
る
（
第
二
条
）
。
こ
の

条
文
は
、
フ
ラ
ン
ス
市
民
の
定
義
し
か
定
め
て
い
な
い
よ
う
に
み
え
る
が
、
当
時
は
、
前
段
の
「
フ
ラ
ン
ス
に
生
ま
れ
、
か
つ
、

居
住
す

る
す
べ
て
の
人
間

(T
o
u
t
h
o
m
m
e
)」
の
部
分
で
、

フ
ラ
ン
ス
に
生
ま
れ
、
居
住
す
る
す
べ
て
の
男
子
、
女
子
及
び
子
が
フ
ラ
ン
ス
人
で

あ
る
旨
を
定
め
、
後
段
の

「満
ニ

―
歳
で
あ
り
、
市
町
村
の
区
の
市
民
登
録
簿
に
登
録
し
、
共
和
国
に

一
年
居
住
す
る
者
」
の
部
分
で
、
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前
述
の
よ
う
に
、
当
時
は
、
選
挙
権
な
ど
の
政
治
的
権
利
を
行
使
す
る
た
め
の
フ
ラ
ン
ス
市
民
の
資
格

(qualite
d
e
 c
i
t
o
y
e
n
 franr,;, 

ais)
と
、
私
法
上
の
権
利
を
享
有
で
き
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
資
格

(
q
ualite
d
e
 F
r
a
n
c
a
i
s
)
と
は
別
の
も
の
と
し
て
観
念
さ
れ
て
い
た
。
民

法
典
第
七
条
は
、
こ
れ
を
憲
法
と
民
法
典
の
そ
れ
ぞ
れ
で
定
め
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
独
裁
体
制
が
確
立
さ
れ
た
一
八

0
二
年
憲
法
で
は
、
市
民
の
資
格
と
し
て
は
居
住
要
件
し
か
設
け
て
お
ら

ず
、
別
途
、
公
職
に
就
任
す
る
資
格
と
し
て
高
額
納
税
が
要
件
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
帝
政
を
確
立
し
た

一
八

0
四
年
憲
法
で
は
、
市
民

の
権
利
や
資
格
に
つ
い
て
は
何
も
触
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
、
市
民
の
政
治
的
権
利
が
消
滅
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

(
C
)

自
然
死
と
民
事
死
の
分
離

概
念
を
導
入
し
た
。
す
な
わ
ち
、
外
国
へ
の
帰
化
（
第
一
七
条
第

一
号）

さ
ら
に
、
民
法
典
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
資
格
と
私
権
の
主
体
を
同
一
の
も
の
と
観
念
し
た
こ
と
か
ら
、
民
事
死

(
m
o
r
t
civile
)
と
い
う

の
ほ
か
に
、
許
可
を
得
な
い
外
国
か
ら
の
公
務
の
受
諾
も
フ
ラ

ン
ス
人
の
資
格
喪
失
事
由
と
し
（
第
一
七
条
第
二
号
）
、
そ
れ
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
人
の
資
格
を
喪
失
し
た
者
は
、
た
と
え
フ
ラ
ン
ス
国
内

に
居
住
し
、
生
活
し
て
い
て
も
、
私
権
の
享
有
主
体
で
は
な
く
な
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

定
す
る
の
は
民
法
典
と
な
り
、

(50) 

の
も
の
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
新
た
に
制
定
さ
れ
た
民
法
典
第
七
条
は
、
「
私
権
の
行
使
は
、
市
民
の
資
格
と
は
別
で
あ
り
、
市
民
の
資
格
は
、
憲
法
の
規

定
の
み
に
従
っ
て
取
得
さ
れ
、
保
持
さ
れ
る
」
と
定
め
た
。
こ
れ
は
、
憲
法
は
フ
ラ
ン
ス
市
民
の
資
格
に
つ
い
て
し
か
定
め
ず
、
私
権
の

行
使
と
結
び
つ
い
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
定
義
は
民
法
で
定
め
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、

一
七
九
九
年
憲
法
第
二
条
は
、
そ
の
文
言
通
り
、
政
治
的
権
利
を
行
使
す
る
市
民
の
資
格
を
定
め
る
た
め

(
b
)
民
法
典
に
よ
る
両
者
の
分
離

フ
ラ
ン
ス
人
の
う
ち
の
男
子
の
み
に
つ
い
て
、

(49
)
 

フ
ラ
ン
ス
市
民
の
要
件
を
定
め
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
た
。フ

ラ
ン
ス
人
と
は
誰
か
を
規
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(
a
)

血
統
主
義
を
と

っ
た
民
法
典

一
七
九
九
年
憲
法
は
、
生
地
主
義

一
七
九

そ
の
た
め
、
生
物
学
的
な
意
味
で
の
自
然
死

(
m
o
r
t
naturelle)

の
ほ
か
に
、
民
事
死
と
い
う
概
念
を
導
入
し
た
（
第
二
五
条
）
。
こ
れ

は
、
死
刑
判
決
を
受
け
た
者
な
ど
に
課
さ
れ
る
民
事
上
の
制
裁
で
あ
り

（第
二
二
条
＼
第
二
四
条
）
、
民
事
死
と
み
な
さ
れ
た
者
は
、
自
然

人
と
し
て
は
存
在
し
て
い
て
も
、
財
産
権
の
権
利
主
体
性
を
失
い
、
そ
の
者
に
属
し
た
財
産
に
つ
い
て
は
相
続
が
開
始
さ
れ
、
相
続
人
に

帰
属
す
る
こ
と
に
な
る
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
身
分
行
為
に
関
し
て
も
、
新
た
に
婚
姻
契
約
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
け
で
な
く
、
す

で
に
な
さ
れ
た
婚
姻
契
約
も
破
棄
さ
れ
、
私
法
上
の
効
果
を
喪
失
す
る
こ
と
に
な
る
。

（イ）

生
地
主
義
か
ら
血
統
主
義
へ

一
七
九

一
年
憲
法
で
は
、

た
。
他
方
、

フ
ラ
ン
ス
人
の
要
件
と
し
て
、
父
系
血
統
主
義
と
生
地
主
義
を
併
用
し
、
さ
ら
に
居
住
地
主
義
も
認
め
て
い

一
七
九
三
年
憲
法
以
降
の
憲
法
で
は
、
「
フ
ラ
ン
ス
に
生
ま
れ
、
か
つ
、
居
住
す
る
す
べ
て
の
人
間
」
は
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る

と
定
め
て
、
生
地
主
義
を
採
用
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
民
法
典
は
、

「外
国
で
生
ま
れ
た
す
べ
て
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
子
」
は
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
と
定
め
（
第
一

0
条）、

(51) 

三
年
憲
法
以
降
甚
本
と
さ
れ
て
き
た
生
地
主
義
を
血
統
主
義
に
改
め
た
の
で
あ
る
。
当
初
、
ボ
ナ
パ
ル
ト
は
こ
の
案
に
反
対
だ
っ
た
が
、

(52) 

七
六
歳
の
老
法
律
家
ト
ロ
ン
シ
ェ

(Frarn;;ois
T
r
o
n
c
h
e
t
)

と
の
議
論
の
果
て
に
ト
ロ
ン
シ
ェ
の
意
見
が
通
り
、
血
統
主
義
を
と
る
こ
と

(53) 

に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
間
の
議
論
を
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。

(b
)
血
統
主
義
の
ト
ロ
ン
シ
ェ
案
と
生
地
主
義
の
ボ
ナ
パ
ル
ト
案
の
対
立

(54
)
 

一
八
0
一
年
に
国
務
院

(C
o
n
s
e
i
l
d
'
E
t
a
t
)

に
示
さ
れ
た
ト
ロ

ン
シ
ェ
の
原
案
は
、
「
フ
ラ
ン
ス
又
は
外
国
で
フ
ラ
ン
ス
人
の
父
親
か

ら
生
ま
れ
た
子
は
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
」
と
い
う
父
系
血
統
主
義
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
他
方
、



53 フランスにおける移民政策の展開（二） (53) 

(
C
)

生
地
主
義
に
反
対
し
た
立
法
府

持
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

に
基
づ
き

「
フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
、
か
つ
、
居
住
す
る
す
べ
て
の
人
間
」
は
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
と
定
め
て
い
た
の
で
、
ト
ロ
ン
シ
ェ
案

に
従
う
と
、

フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
た
外
国
人
の
子
は
、
民
法
典
上
は
フ
ラ
ン
ス
人
で
は
な
い
が
、
憲
法
上
は
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
と
い
う

矛
盾
を
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
ト
ロ
ン
シ
ェ
は
、

る
意
思
の
宣
言

(declaration
d
e
 volonte)
を
条
件
と
し
て
、

フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
た
外
国
人
の
子
に
つ
い
て
は
、

フ
ラ
ン
ス
人
と
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

続
権
や
財
産
の
所
有
権
を
失
わ
せ
る
と
い
う
復
芭
を
し
な
い
と
も
限
ら
な
い
こ
と
を
ト
ロ
ン
シ
ェ
は
恐
れ
て
い
た
。

フ
ラ
ン
ス
人
と
な

フ
ラ
ン
ス
人
と
な
る
意
思
を

表
明
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
国
民
も
そ
の
者
を
フ
ラ
ン
ス
人
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

も
し
本
人
が
望
ま
な
い
の
に
外
国
人
に
フ
ラ
ン
ス
国
籍
を
与
え
れ
ば
、
そ
の
外
国
人
の
母
国
が
、
そ
こ
に
住
む
フ
ラ
ン
ス
人
に
対
し
て
相

こ
れ
に
対
し
、
ボ
ナ
パ
ル
ト
は
、
「
フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
た
す
べ
て
の
個
人
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る

(
T
o
u
t
individu n
e
 e
n
 F
r
a
n
c
e
 

est fran
念
is
)
」
と
い
う
生
地
主
義
に
基
づ
く
案
を
提
案
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
外
国
人
の
子
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
た
者
が
フ
ラ

ン
ス
法
上
十
分
な
権
利
を
持
た
な
い
と
し
た
ら
、
現
に
フ
ラ
ン
ス
に
住
ん
で
い
る
多
く
の
外
国
人
の
子
に
対
し
兵
役
そ
の
他
の
公
的
な
義

務
を
課
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
、
ま
た
、
外
国
人
が
財
産
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
法
の
支
配
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る

こ
と
、
さ
ら
に
彼
ら
に
財
産
が
な
く
て
も
、

フ
ラ
ン
ス
の
エ
ス
プ
リ
や
習
慣
は
持
っ
て
お
り
、
生
ま
れ
た
国
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
愛
着
は

ち
な
み
に
、
こ
の
論
争
で
は
、
ボ
ナ
パ
ル
ト
は
徴
兵
に
応
じ
る
よ
う
な
低
い
社
会
階
層
を
、
ト
ロ
ン
シ
ェ
は
裕
福
な
階
層
を
念
頭
に
置

い
て
お
り
、
両
者
が
議
論
の
前
提
と
し
て
い
た
社
会
階
層
が
違
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ボ
ナ
パ
ル
ト
は
、
ト
ロ
ン
シ
ェ
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
生
地
主
義
に
立
つ
自
ら
の
案
を
推
し
進
め
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
護
民
院
で

は
、
出
生
の
み
で
国
籍
を
認
め
る
生
地
主
義
に
対
し
強
い
反
対
意
見
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
、
例
え
ば
、

フ
ラ
ン
ス
と
何
の
関
係
も
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ウ
）
外
国
人
遺
産
没
収
権
の
取
扱
い

過
す
る
に
至
っ
た
。

な
い
イ
ギ
リ
ス
人
の
母
親
が
フ
ラ
ン
ス
に
来
て
子
ど
も
を
生
む
と
そ
の
子
は
フ
ラ
ン
ス
人
に
な
る
が
、
果
た
し
て
そ
れ
で
い
い
の
か
と
い

う
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
子
と
フ
ラ
ン
ス
と
の
間
に
何
ら
か
の
つ
な
が
り
を
求
め
る
べ
き
だ
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
封
建
制
か
ら

の
断
絶
を
固
り
、
国
家
を
フ
ラ
ン
ス
人
の
唯

一
の
源
泉
と
し
よ
う
と
す
る
立
場
か
ら
は
、
た
し
か
に
イ
ギ
リ
ス
で
生
ま
れ
た
子
は
イ
ギ
リ

ス
王
の
臣
民
に
な
る
が
、
そ
れ
は
封
建
制
の
名
残
り
で
あ
り
真
似
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
、
国
家
は
家
族
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、

家
族
が
そ
の
姓
を
代
々
受
け
継
ぐ
よ
う
に
、
国
籍
も
血
統
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
る
べ
き
だ
、
と
い
う
主
張
が
な
さ
れ
た
。

一
八

0
二
年
一
月
に
同
法
案
を
否
決
し
た
。
こ
れ
に
激
怒
し
た
ボ
ナ
パ
ル
ト
は
、
任
期
が
到

来
し
た
議
員
の
差
し
替
え
と
い
う
策
略
を
講
じ
、
法
案
を
何
と
か
通
過
さ
せ
た
が
、
立
法
府
で
も
生
地
主
義
に
対
す
る
反
対
意
見
が
強
く
、

こ
れ
を
削
除
す
べ
き
だ
と
す
る
提
案
が
な
さ
れ
た
。
結
局
、
ト
ロ
ン
シ
ェ
が
数
か
月
前
に
提
案
し
た
よ
う
に
、

フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
た
外

国
人
の
子
も
、
本
人
の
宣
誓
を
条
件
に
フ
ラ
ン
ス
人
の
資
格
を
請
求
で
き
る
と
条
文
を
修
正
し
（
第
九
条
）
、
法
案
は
よ
う
や
く
議
会
を
通

そ
の
結
果
、
民
法
典
で
は
、
ボ
ナ
パ
ル
ト
が
提
案
し
た
生
地
主
義
を
排
除
し
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
父
親
か
ら
生
ま
れ
た
子
は
フ
ラ
ン
ス
人

で
あ
る
と
す
る
ロ
ー
マ
法
以
来
の
血
統
主
義
の
伝
統
に
立
ち
返
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
ト
ロ
ン
シ
ェ
の
案
が
陽
の
目
を
見
た
の

ス
の
み
な
ら
ず
、

は
、
ボ
ナ
パ
ル
ト
に
対
す
る
革
命
派
の
反
発
が
強
ま
っ
て
い
た
と
い
う
当
時
の
政
治
状
況
や
、
保
守
的
な
法
律
家
達
の
協
力
が
あ
っ
た
か

ら
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
家
族
の
政
治
的
延
長
と
し
て
国
家
を
位
置
付
け
る
と
い
う
血
統
主
義
に
関
す
る
新
た
な
解
釈
は
、

(55
)
 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
近
代
的
な
国
籍
法
の
始
ま
り
と
な
っ
た
。

一
七
九

0
年
八
月
六
日
の
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
、
外
国
人
遺
産
没
収
権
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
そ
の
際
、
相
互
主
義
の
観

こ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
護
民
院
は
、

フ
ラ
ン
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点
か
ら
、

フ
ラ
ン
ス
は
他
の
国
々
に
対
し
、
そ
の
国
に
居
住
す
る
フ
ラ
ン
ス
人
に
対
す
る
遺
産
没
収
権
も
廃
止
す
る
よ
う
求
め
た
。
し
か

(56) 

し
、
ど
の
国
も
そ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
た
め
、
民
法
典
で
外
国
人
に
対
す
る
遺
産
没
収
権
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
当
該
外
国
人
が
属
す
る
国
の
条
約
に
よ
っ
て
フ
ラ

ン
ス
人
に
認
め
ら
れ
る
の
と
同
じ
私
権
を
享
有
す
る
」
と
定
め
、
相
手
国
に
外
国
人
遺
産
没
収
権
が
存
在
す
る
場
合
に
は、

居
住
す
る
そ
の
国
の
外
国
人
に
対
し
て
も
外
国
人
遺
産
没
収
権
を
行
使
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、

同
法
典
第
一
一
条
に
お
い
て

「外
国
人
は
、

フ
ラ
ン
ス
に

（参
考
2
)
民
法
典

(
C
o
d
e
civil) 
(ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典

(C
o
d
e
N
a
p
o
l
e
o
n
))

一
八
0
三
年
三
月
ニ一

日
公
布
）
（
抄
）

前
編
法
の
布
告
、
効
果
及
び
適
用
の

一
般
原
則

(D
e
la
 publication, d
e
s
 effets et d
e
 !'
a
pplication d
e
s
 lois e
n
 g
e
n
e
r
a
l
)
 

条）第

一
条

法

律

は
、
皇
帝
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
公
布
に
よ
り
、
す
べ
て
の
フ
ラ
ン
ス
領
土
に
お
い
て
執
行
さ
れ
る
。

（中
略
）

第
三
条
治
安
と
安
全
に
関
す
る
法
律
は
、
領
土
に
住
む
す
べ
て
の
人
々
に
適
用
さ
れ
る
。

不
動
産
は
、
た
と
え
外
国
人
が
所
有
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

人
の
能
力
と
身
分
に
関
す
る
法
律
は
、
た
と
え
外
国
に
住
ん
で
い
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
人
に
適
用
さ
れ
る
。

（中
略
）

第
六
条
私
的
な
契
約
に
よ
っ
て
、
公
序
良
俗
に
関
す
る
法
律
を
犯
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
I
緩

私
権
の
享
有
及
び
喪
失

(D
e
la
 jouis
s
a
n
c
e
 et d
e
 la 
pri
v
a
t
ion d
e
s
 droi
ts c
iv
il
s
)
 

第
I
章

私
権
の
享
有

(D
e
la
 jouiss
a
n
c
e
 d
e
s
 droits civ
ils
)
 (第
七
条
1
第

一
六
条
）

第
七
条
私
権
の
行
使
は
、
市
民
の
資
格
と
は
別
で
あ
り
、
市
民
の
資
格
は
、
憲
法
の
規
定
の
み
に
従
っ
て
取
得
さ
れ
、
保
持
さ
れ
る
。

第
八
条
す
べ
て
の
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
私
権
を
享
有
す
る
。

（
第
一
条
＼
第
六
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フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
た
す
べ
て
の
外
国
人
た
る
個
人
は
、
成
人
に
達
し
て
か
ら
一
年
以
内
に
、
フ
ラ
ン
ス
人
と
し
て
の
資
格
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
者
が
フ
ラ
ン
ス
に
住
ん
で
い
る
場
合
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
住
所
を
定
め
る
意
思
が
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
、
ま

た
、
そ
の
者
が
外
国
に
住
ん
で
い
る
場
合
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
住
所
を
定
め
る
旨
の
証
書
を
提
出
し
、
そ
の
提
出
行
為
か
ら

一
年
以
内
に
フ
ラ
ン

ス
に
住
所
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第

一
0
条

外
国
で
生
ま
れ
た
す
べ
て
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
子
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
。

外
国
で
生
ま
れ
た
す
べ
て
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
子
で
あ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
資
格
を
失
っ
た
者
は
、
第
九
条
で
定
め
る
手
続
き
に
従
い
、
い
つ

で
も
そ
の
資
格
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
―
一
条
外
国
人
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
当
該
外
国
人
が
属
す
る
国
家
の
条
約
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
人
に
認
め
ら
れ
る
の
と
同
じ
私
権
を

享
有
す
る
。

第

―
二
条
フ
ラ
ン
ス
人
と
結
婚
し
た
外
国
人
は
、
そ
の
夫
の
条
件
に
従
う
。

第

一
三
条
フ
ラ
ン
ス
に
住
所
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
皇
帝
の
許
可
を
得
た
外
国
人
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
居
住
す
る
限
り
に
お
い
て
、
す
べ
て
の

私
権
を
享
有
す
る
。（
中
略
）

第
一
四
条
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
人
と
契
約
し
た
義
務
を
履
行
す
る
た
め
、
た
と
え
フ
ラ
ン
ス
に
居
所
が
な
く
て
も
、
外
国
人
を
フ
ラ

ン
ス
の
裁
判
所
に
呼
び
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
外
国
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
人
と
契
約
し
た
義
務
の
た
め
、
外
国
人
を
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
所
に
出

頭
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
五
条
外
国
に
お
い
て
外
国
人
と
契
約
し
た
義
務
の
た
め
で
あ
っ
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
人
を
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
所
に
出
頭
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。

（中
略
）

第
lI
章
私
権
の
喪
失

(D
e
la
 pr
i
v
a
tion d
e
s
 droits civils
)
 

第

一
節
フ
ラ
ン
ス
人
の
資
格
の
喪
失
に
よ
る
私
権
の
喪
失

(D
e
la
 pr
i
v
ation d
e
s
 droits ci
v
ils 
p
a
r
 la
 p
erte d
e
 la
 qualite d
e
 F
r
a
n
c
a
is
)
 

（第

一
七
条
ー
第
ニ

一
条
）

第
九
条
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第

一
七
条
フ
ラ
ン
ス
人
の
資
格
は
、
以
下
の
場
合
に
失
わ
れ
る
。

一
外
国
へ
の
帰
化

二
皇
帝
か
ら
許
可
さ
れ
て
い
な
い
外
国
政
府
か
ら
与
え
ら
れ
た
公
務
の
受
諾

三
帰
国
の
意
思
な
く
外
国
で
な
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
活
動

(e
t
a
b
l
i
s
s
e
m
e
n
t
)
。
た
だ
し
、
商
業
活
動
は
、
決
し
て
帰
国
の
意
思
な
く
な
さ
れ
た

も
の
と
み
な
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

（中
略
）

第
二
節
裁
判
上
の
有
罪
判
決
に
よ
る
私
権
の
喪
失

(D
e
la
 pr
i
v
a
t
i
o
n
 d
e
s
 d
r
o
i
t
s
 c
i
v
ils 
p
a
r
 suite d
e
s
 c
o
n
d
a
m
n
a
t
i
o
n
s
 judici
aires) 
(第一―

二
条
＼
第
三
――一条）

第
二
二
条
以
下
に
定
め
ら
れ
た
私
権
へ
の
あ
ら
ゆ
る
関
与
を
剥
奪
す
る
効
果
を
有
す
る
罰
の
有
罪
判
決
は
、
民
事
上
の
死
を
も
た
ら
す
。

第
二
三
条
死
刑
判
決
は
、
民
事
上
の
死
を
も
た
ら
す
。

第
二
四
条
そ
の
他
の
終
身
刑
は
、
法
律
が
特
に
定
め
な
い
限
り
、
民
事
上
の
死
を
も
た
ら
さ
な
い
。

第
二
五
条
民
事
上
の
死
の
判
決
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
所
有
に
係
る
す
べ
て
の
財
産
の
所
有
権
を
失
う
。
そ
の
相
続
は
、
そ
の
者
が
遺
言
を
残

さ
ず
自
然
死
し
た
場
合
と
同
じ
方
法
に
よ
り
、
そ
の
財
産
が
帰
属
す
る
相
続
人
の
利
益
の
た
め
に
開
始
さ
れ
る
。

そ
の
者
は
、
も
は
や
い
か
な
る
相
続
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
資
格
で
、
彼
が
後
に
取
得
し
た
財
産
を
移
転
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

そ
の
者
は
、
生
前
贈
与
に
よ
っ
て
も
、
遺
言
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
財
産
の
全
部
又
は
一
部
を
処
分
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
れ
が
食
料
の
た
め

で
な
い
の
な
ら
、
そ
の
資
格
で
、
受
領
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

そ
の
者
は
、
後
見
人
に
任
命
さ
れ
る
こ
と
も
、
後
見
に
関
す
る
法
律
行
為
に
参
加
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

そ
の
者
は
、
正
式
な
又
は
公
署
の
契
約
の
証
人
に
な
る
こ
と
が
で
き
ず
、
裁
判
で
証
言
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
な
い
。

そ
の
者
は
、
訴
え
が
提
起
さ
れ
た
裁
判
所
で
選
任
さ
れ
た
特
別
財
産
管
理
人
を
介
し
、
彼
の
名
に
お
い

て
の
み
、
裁
判
で
被
告
又
は
原
告
と
し

て
行
為
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
者
は
、
い
か
な
る
私
法
上
の
効
果
を
生
じ
る
婚
姻
契
約
も
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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す
で
に
な
さ
れ
た
婚
姻
契
約
は
、
そ
の
私
法
上
の
効
果
に
関
し
て
は
、
破
棄
さ
れ
る
。

そ
の
配
偶
者
及
び
相
続
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
彼
の
自
然
死
が
も
た
ら
す
権
利
及
び
行
為
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（以
下
略
）

注(
17
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P
a
t
r
i
c
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(18
)
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
降
の
フ
ラ
ン
ス
憲
法
の
邦
訳
と
し
て
、
辻
村
み
よ
子
・

糠
塚
康
江
「
フ
ラ
ン
ス
憲
法
入
門
」
（
三
省
堂‘

―
10
―
二
年
）
。
た
だ
し
、
同

書
で
は
、
条
文
の
邦
訳
が
一
部
省
略
さ
れ
て
い
る
。

(
19
)
P
a
t
r
i
c
k
 W
e
i
l
,
 o
p
.
 cit
., 
p
p
.
 23,25. 

(20
)
外
国
人
の
古
称
。
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
の
時
代

（八
二

0
年
）
に
は
、
「
a
u
b
ain
」
は
王
国
に
と
っ
て
の
外
国
人
を
意
味
し
て
い
た
が
、

一
三
世
紀
の
中
頃
に

は、

「領
主
の
土
地
以
外
で
生
ま
れ
た
者
」
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
り
、
領
主
が
外
国
人
遺
産
没
収
権
を
行
使
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。
そ
の
後
再
び
国

王
が
そ
れ
を
行
使
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
Ibid.,
p. 
4
2
0
.
 

(
2
1
)
M
a
r
i
e
,C
l
a
u
d
e
 B
l
a
n
c
,C
h
a
l
e
a
r
d
,
 Hi
s
t
o
ire d
e
 l'im
mig,,ation
,
 La
 D
e
c
o
u
v
e
rte
,
 2009, pp.5,6. 

(22)

P
a
t
r
i
c
k
 W
e
i
l
,
 o
p
.
 cit.
p`
p
.
 2
6
,2
8
.
特
に
女
性
の
権
利
の
制
限
に
関
す
る
邦
語
の
文
献
と
し
て
、
辻
村
み
よ
子

「人
権
の
普
遍

性

と

歴

史

性

フ

ラ

ン

ス
人
権
宣
言
と
現
代
憲
法
|
|
」

（
創
文
社
、
一
九
九
二
年
）

―
二
三
頁
以
下
参
照
。

(
2
3
)
D
e
c
r
e
t
 10 a
v
r
il
 17
9
0
 c
o
n
c
e
r
n
a
n
t
 le
s
 co
n
d
i
t
i
o
n
s
 r
e
q
u
i
s
e
s
 p
o
u
r
 e
t
r
e
 r
e
p
u
t
e
 F
r
a
n
<
;
a
i
s
e
 e
t
 p
o
u
r
 et
r
e
 a
d
m
i
s
 a
 l'exercice d
e
s
 droits
 d
e
 

c
i
t
o
y
e
n
 actif. 

(24)

d
o
m
i
c
i
l
e
の
訳
。
本
稿
で
は
、
原
則
と
し
て
、

d
o
m
i
c
i
l
e
を
住
所、

r
e
s
id
e
n
c
e
を
居
所
な

い
し
居
住
と
訳
す
。

(25)
外
国
人
財
産
分
割
徴
収
権

(droit
s
d
e
 de
t
r
a
c
t
i
o
n
)
と
は
、
相
続
を
許
可
し
た
外
国
人
の
相
続
財
産
の
一
部
を
王
が
分
割
し
て
取
得
す
る
権
利
を
い
う
。

http:
/＼
littr
e
.re
v
e
r
s
o
.n
e
t¥
d
i
c
t
i
o
n
n
a
i
r
e
,
f
r
a
n
c
a
i
s¥
definition
¥
d
ゞ
,
c
3
%
a
9
t
r
a
c
t
i
o
n
¥
2
2
0
7
7

(―
IO

I
四
]•
四
]
.
-
H
iァ
'
7

ャ
」
ス
）

(
2
6
)
D
e
c
r
e
t
 d
u
 6
 aoG.
t
 17
9
0
 p
o
u
r
 la
 s
u
p
p
r
e
s
s
i
o
n
 d
e
s
 droits
 d'A
u
b
a
in
e
 &
 d
e
 D
e
t
r
a
c
ti
o
n. 

(27
)
D
e
c
r
e
t
 d
u
 9
 d
e
c
e
m
b
r
e
 1
7
9
0
 s
u
r
 la
 restitution d
e
s
 B
i
e
n
s
 d
e
s
 R
e
ligionnaire
s
 fugitifs. 

(2
8)
邦
語
訳
に
つ
い
て
は

、

高
木
八
束
・
末
延

三
次
•
宮
沢
俊
義
編

「人
権
宣
言
集
J
(
岩
波
文
庫
、

一
九
五
七
年
）

―
二
八
頁
以
下
。

(29
)
一
七
九

一
年
憲
法
は
、

編

(Title
)
、
章

(C
h
a
p
t
r
e
)
、
節

(S
e
c
t
i
o
n
)

の
順
で
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
例
え
ば
第
Ill
緩
は
第

一
条
か
ら
始
ま
り
、
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第
III
編
第
I
章
も
第
一
条
か
ら
始
ま
り
、
第
皿
絹
第
I
章
第
一
節
も
第

一
条
か
ら
始
ま
る
と
い
う
よ
う
に
、
条
文
の
番
号
は
編
、
章
又
は
節
ご
と
に
始
ま
っ

て
お
り
、
憲
法
全
体
を
通
し
た
番
号
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。

(30
)
一
七
九

一
年
憲
法
は
、
王
国
は
八
―
―
一
の
県

(d
e
p
a
r
t
e
m
e
n
t
s
)

に
分
か
れ
、
各
県
は
郡

(district
)
に
分
か
れ
、
各
郡
は
カ
ン
ト
ン
に
分
か
れ
る
と
定
め

て
い
た
（
第
ll
編
第
一
条
）
。

(
3
1
)
P
a
t
ri
c
k
 W
e
i
l
,
 o
p
.
 
cit., 
p. 
2
8
.
な
お
、
同
書
で
は
、
一
七
九

0
年
―
二
月
九
日
の
デ
ク
レ
も
統
合
の
対
象
に
な
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
同
デ
ク
レ
は
、

宗
教
上
の
理
由
に
よ
る
国
外
亡
命
者
の
財
産
回
復
に

つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
市
民
の
要
件
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
。

(32)
I
b
i
d.,
 pp
.
 28
-
3
0
.
 

(
3
3
)
I
b
i
d
.
,
 pp
.
 30
,
3
2
.
 

(34)
国
民
公
会
と
は
、
王
政
の
崩
壊
を
受
け
、
新
た
に
憲
法
を
制
定
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
議
会
で
、

一七
九
―
一
年
九
月
か
ら
一
七
九
五
年
一

0
月
ま
で
フ

ラ
ン
ス
を
統
治
し
、
第
一
共
和
政
の
基
礎
を
作
っ
た
。

h
t
t
p
:/＼

fr.w
i
k
i
p
e
d
i
a.o
r
g¥
w
iki
¥
C
o
n
v
e
n
t
i
o
n_
n
atio
n
a
l
e
 (
二0
1
四
•
四

・
ニ
六
ア
ク
セ
ス
）

(35)

一
七
八
九
年
八
月
二
六
日
の
人
間
と
市
民
の
権
利
の
宣
言
と
タ
イ
ト
ル
は
同
じ
だ
が
、
内
容
は
異
な
る
。

(
3
6
)山口
俊
夫

『概
説
フ
ラ
ン
ス
法
上
」
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八
年
）
五
三
ー

五
四
頁
、
h
t
t
p
:/
＼
f
r.

w

i
k
i
p
e
d
i

a
.

o
r
g\w
i
k
i
\
C
o
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n

_
de
—l苓

2
7
a
nーI
(―
1
0
一
四
•
四
．

―
ニ
ア
ク
セ
ス
）。

(37)

一
七
九
五
年
憲
法
は
、
フ
ラ
ン
ス
は
八
九
の
県
に
分
か
れ
（
第
一
＿
一
条
）
、
各
県
は
カ
ン
ト
ン

に
分
か
れ
、
各
カ
ン
ト
ン
は
さ
ら
に
市
町
村

(
c
o
m
m
u
n
e
s
)

に
分
か
れ
る
（
第
五
条
）
と
定
め
て
い
た
。

(38
)
P
a
t
r
ick W
e
i
l
,
 o
p
.
 cit., 
p. 
3
6
.
 

(39)
コ
ル
シ
カ
島
出
身
の
軍
人

・
政
治
家
（
一
七
六
九
ー
一
八
ニ
―
)
。
第
一
共
和
政
の
軍
隊
で
将
軍
に
な
り
、
一
七
九
九
年
の
プ
リ
ュ
メ
ー
ル
（
共
和
暦
第

二
月
）

一
八
日
の
ク
ー
デ
タ
で
第
一
執
政
と
な
る
。
一
八

0
四
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
初
の
皇
帝
と
な
り
(
-
八

0
四
年
五
月
一
八
日
ー
一
八
一
四
年
四
月
六

日
）
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
と
称
し
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
の
編
纂
な
ど
国
内
の
改
革
を
行
っ
た
ほ
か
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
各
国
を
征
服
す
る
が
、
ロ
シ
ア
遠
征
（

一

八
―
二
）
に
失
敗
し
て
エ
ル
バ
島
に
流
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
皇
帝
に
復
帰
し
た
(
-
八

一
五
年
三
月
二

0
日
＇
六
月
二
二
日
）
が
、
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
の
戦
い

で
イ
ギ
リ
ス
と
プ
ロ
イ
セ
ン
の
連
合
軍
に
敗
北
し
、
セ
ン
ト
11

ヘ
レ
ナ
島
に
流
さ
れ
て
、
そ
こ
で
死
亡
し
た
。
h
tt
p
:＼
¥
fr
.w
ikip
e
d
i
a
.
o
r
g¥
w
iki¥
N
a
p
o
l%

C
3
%
A
9
o
nーB
o
n
a
p
a
r
t
e
#

.

C
3.

8
0—P
a
r
i
s(
二0
-
四
•
四
．

l
ニ
ア
ク
セ
ス
）

(40)

J
e
a
n
'
]
a
c
q
u
e
s,
R
e
g
i
s
 d
e
 C
a
m
b
a
c
e
r
e
s
 
(
一
七
五
三
ー
一
八
二
四
）
。
モ
ン
ペ
リ
エ
出
身
の
政
治
家
。
国
務
大
書
記
長
を
務
め
、
民
法
典
の
起
草
に
も

加
わ
り
、
後
に
パ
ル
マ
公
爵
に
任
命
さ
れ
る
。
http:
¥＼
fr
.w
i
k
i
p
e
d
i
a.o
r
g
¥
w
i
k
i
¥
J
e
a
n
'
]
a
c
q
u
e
s
,
R苓
C
3
%
A
9
g
i
s_
d
e
_
C
a
m
b
a
c
%
C
3
%
A
9
r
%
C
3
%
A
8
s

（
二0
一
四
•
四
．
―

ニ
ア
ク
セ
ス

）
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(
41
)
Charles,Frani,;ois 
L
e
b
r
u
n
 
(一

七
三
九
ー
一
八
二
四
）
。
バ
ス
11
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ

ー
出
身
の
政
治
家
。
後
に
プ

レ
ザ
ン
ス
公
爵
に
任
命
さ
れ
る
。

h
t
t
p
:/＼
fr.
w
ikip
e
di
a
.o
r
g¥
w
i
k
i¥
C
h
arl
e
s,
F
r
a
n
%
C
3
%
A
7
o
i
s_
L
e
b
r
u
n
 (
二0
-
四
•
四
．

l
ニ
ア
ク
セ
ス
）

(42
)
一
七
九
九
年
憲
法
は
、

「市
民
権
」
を
表
す
言
葉
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
憲
法
が
用
い
て
い
た

"d
roits
d
e
 cito
y
e
n
"
で
は
な
く
、

・̂droits
d
e
 cite
"
を

用
い
て
い
る
。
日
本
語
で
は
、
と
も
に
市
民
権
と
訳
さ
れ
る
が
、

c
ito
y
e
n
は
文
字
通
り
市
民
を
表
す
の
に
対
し
、

c
ite
は
、
本
来
、
都
市
や
自
治
共
同
体
、

国
家
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

droits
d
e
 cite
と
し
て
表
さ
れ
る
市
民
権
は
、
国
家
や
共
同
体
の
た
め
の
権
利
と
し
て
の
ニ
ュ

ア
ン
ス
が
よ
り
強
く

な
っ
て
い
る
。

(43
)
一
七
九
九
年
憲
法
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
領
土
は
、
県
と
郡

(a
r
r
o
n
d
i
s
s
e
m
e
n
t
s
c
o
m
m
u
n
a
u
x
)

に
区
分
さ
れ
る
と
定
め
て
い
た
（
第

一
条
）。

(
4
4
)
A
rrete d
e
s
 C
o
n
s
u
l
s
 d
u
 2
0
 floreal a
n
 X
 
(10 m
a
i
 1
8
0
2
)
.
 

(45
)
S
e
n
a
t
u
s
,
c
o
n
s
u
l
te
 d
u
 1
4
 t
h
e
r
m
i
d
o
r
 a
n
 X
 (
2
 
a
o
G
t
 1
8
0
2
)
,
 q
u
i
 procl
a
m
e
 N
a
p
o
l
e
o
n
 B
o
n
a
p
arte P
r
e
m
i
e
r
 c
o
n
s
ul 
a
 vie
.
 

(46
)
S
e
n
a
t
u
s
,
c
o
n
s
u
l
te
 o
r
g
a
n
i
q
u
e
 d
e
 la
 C
o
n
s
titution 
d
u
 1
6
 t
h
e
r
m
i
d
o
r
 an
 X
 (
4
 
a
o
G
t
 1
8
0
2
)
.
 

(47
)
レ
ジ
オ
ン
ド
ヌ
ー
ル
勲
章

(L
e
gio
n
d
'ho
n
n
e
u
r
)
は、

一
八
0
二
年
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
軍
人
か
民

間
人
か
を
問
わ
ず
、
国
家
へ
の
功
労
者
に
対
し
て
授
与
さ
れ
る
。

(48
)
フ
ラ
ン
ス
の
民
法
典
は
、
当
初
、

「
フ
ラ
ン
ス
人
の
民
法
典
」
と
い
う
名
称
だ
っ
た
が
、

一
八
0
七
年
に
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
」
に
改
称
さ
れ
、
一
八
一

六
年
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
失
脚
と
と
も
に
フ
ラ
ン
ス
人
の
民
法
典
に
改
め
ら
れ
、

一
八
五
二
年
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
に
よ
っ
て
再
び
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
に
改
め

ら
れ
た
が
、

一
八
七

0
年
の
第
三
共
和
政
以
降
単
に
「
民
法
典
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
山
ロ
・

前
掲
注

(36
)
六
三
頁
）
。

(4
9
)
P
a
t
rick Weil, o
p
.
 cit., 
p
.
 37
.
 

(50
)
Ibid.
,
 pp. 38,39
.
 

(51
)
フ
ラ
ン
ス
人
の
要
件
に
関
す
る
議
論
の
経
緯
か
ら
し
て
、
こ
の
規
定
は
、「
フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
子
」
は
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
こ
と
を

当
然
の
前
提
と
し
て
い

る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

(52
)
Frani,;ois 
D
e
n
i
s
 Tr
o
n
c
h
et 
(一

七
二
三
ー
一

八
0
六
）
。
パ
リ
生
ま
れ
の
法
律
家
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
に
よ
っ
て
、
ポ
ル
タ
リ
ス

(P
o
r
t
a、

li
s
)
、
ビ
ゴ
・
ド
ゥ
・
プ
レ
ア
ム
ノ

(B
i
g
o
t
d
e
 Pr
e
a
m
e
n
e
u
)
及
び
マ

ル
ヴ
ィ
ル

(
M
ale
v
ille
)

の
三
人
の
法
律
家
と
と
も
に
民
法
典
起
草
委
員
会
の
委

員
に
任
命
さ
れ
、
そ
の
委
員
長
を
務
め
た
。

h
t
t
p
:/＼
fr.wikip
e
di
a
.o
r
g¥
w
i
k
i
¥
F
r
a
n
%
C
3
%
A
7ois_
D
e
nis_
 Tr
o
n
c
h
e
t
 
(二

0
1
四

・
ニ

・
一
九
ア
ク
セ

ス）

(53
)
P
a
t
r
i
c
k
 Weil, o
p
.
 cit., 
p
p
.
 
4
2
,
5
2
.
 

(5
4)
一
七
九
九
年
憲
法
で
設
け
ら
れ
た
三
0
名
の
議
員
か
ら
な
る
法
律
案
作
成
の
た
め
の
諮
問
機
関

。

現
在
の
コ
ン
セ
イ
ユ

・

デ
タ
と
は
異
な
る
。

山
口
•
前



61 フランスにおける移民政策の展開 （二） (61) 

掲
注

(36)
五
五
頁
。

(
55
)
P
a
t
r
i
c
k
 W
e
i
l
`
o
p
.
 cit., 
p
.
 
5
2
.
 

(
5
6
)

I
b
i
d
.
,
 p
.
 
4
6
.
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